
……行楽の秋が到来したが、それは韓国も同じ。「ノート」に書かれた新婚旅

行計画の旅はすばらしい景勝地ばかり……。ところが、今その景勝地を巡る

のはカップルではなく、１人の男と１人の女。それは一体なぜ……？　そん

なちょっとした謎解きをしながら、美しい景色をたっぷりと楽しもう。

 日本では考えられない手抜き工事……？

　２００５年１１月に発覚した耐震強度偽装問題は日本中を震撼させたが、そうだからと

いって、現実にビルやマンションが崩壊したという実例はない。しかし、漢江にかか

る 聖水 
ソ ン ス

 大  橋 が手抜き工事のため１９９４年１０月２１日突然崩壊し、橋を通行中の乗用車や
おお はし

スクールバスが巻き込まれ、３２人が死亡したという「前科」をもつ、お隣りの国韓国

では……？

　この映画のヒロイン、ソ・ミンジュ（キム・ジス）が偶然巻き込まれたデパートの

崩壊事故の様子は、日本では考えられないウソみたいな光景だが、実はこれは１９９５

年６月２９日午後５時５５分にホントに発生したもの。すなわち、ソウル南部に位置する

 三  豊 百貨店の５階建てのビルの半分が崩壊し、死者５０２人、負傷者９３７人、行方不明
サン プン

者５人を出したという大惨事だ。１９８９年に開店したこのデパートは、もともと地上

４階建てのオフィス・ビルを建てる計画で工事が始められたが、建設途中で地上５階

建てのデパートに変更されたり、さらにいくつもの要因が重なって建物の強度が弱ま

っていたことが、崩壊の原因とのこと。
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ノートに眠った願いごと
２００７（平成１９）年９月２７日鑑賞〈ソニー・ピクチャーズ試写室〉 ★★★★

監督＝キム・デスン／出演＝ユ・ジテ／キム・ジス／オム・ジウォン／チェ・ジョンウォン
／パク・スンテ／イム・ジョンユン／チョン・ジノ（ソニー・ピクチャーズ　エンタテイン
メント配給／２００６年韓国映画／１０８分）



 弁護士か検事か……？　司法修習生は必見……？

　現在大ヒットしている『HERO』（０７年）におけるキムタクの職業は検事だが、日

本では近時、裁判官、検察官、弁護士になるための司法試験制度が大きく変化してい

るから、受験生は大変。韓国の司法試験制度や合格した後の司法修習制度がどうなっ

ているのか私は全く知らないが、この映画の主人公チェ・ヒョヌ（ユ・ジテ）は司法

研修院生というから、私たち法曹関係者はそれだけで馴染みが深いもの。

　この映画で観る限り、検察修習中に修習生の身分で被疑者の取調べ修習をやるのは、

韓国も日本と同じ。しかし、恋人ミンジュとのデートの準備に忙しいため取調べをホ

ドホドに流していたヒョヌ（？）に対して、指導検事から「今日中に尋問書を提出せ

よ」との厳しい要求が。したがって、ヒョヌにとっては検察修習はあまり楽しいもの

でなかったようで、ミンジュの父親（チェ・ジョンウォン）から「進路をどうするの

か」と聞かれると、「どんな相談でも親しく聞くことができる弁護士になります」と

答えていた。ところが、デパート崩壊事故で恋人のミンジュを失った後、彼は一転し

て検事の道に。さて、その進路変更は一体ナゼ……？

　この点を考えるだけでも、現在の司法試験受験生や司法修習生諸君はこの映画は必

見！

 『ワールド・トレード・センター』のシーン再現……？

　２００１年の９・１１同時多発テロ発生後、被害者救助のために現場に入った２人の実

在の警察官ジョンとウィルを主人公とした映画が、オリバー・ストーン監督の『ワー

ルド・トレード・センター』（０６年）。この映画は、瓦礫の下敷きとなった状態で生き

延び、遂に救助されることになったジョンとウィル２人の姿とその家族の姿を通して、

あの９・１１の悲劇とアメリカ国民の次への希望を描こうとするもの（『シネマルーム

１２』３５頁参照）だった。しかして、サンプンデパートのB1の喫茶店内にいたため、

瓦礫の下敷きとなったミンジュと喫茶店のウェイトレスをしていた女性ユン・セジン

（オム・ジウォン）の２人も、このジョンとウィルと同じような状態に……。

　上から崩壊してきたビルのB1にいたのだから、コンクリートの塊の下敷きとなっ

て即死する人が多い中、たまたまミンジュとセジンは瓦礫の隙間に入りこんだため即

死を免れたのはラッキー。しかし、ミンジュはケガをしたままほとんど身動きがとれ
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ない状態だったから、救助が先か衰弱が先かという時間勝負……。もっとも、こんな

過酷な状況の中、瓦礫の山で隔たれながらもお隣サンとして２人が話し合える状況だ

ったことが互いの心の支えになったのは当然。したがって、セジンが生き残ることが

できたのはいわばお姉さんミンジュのおかげだが、セジンの心の痛手が大きかったの

も当然。しかして、この２人が瓦礫によって隔てられた空間の中で話し合ったことは

一体ナニ……？　それが、この映画の大きなポイントに……。

 日韓「ノート」比較……？

　この映画のハングル文字の原題は私には読みとれないが、英語では『Traces of 

Love』とされているから、『ノートに眠った願いごと』という邦題とは全く視点が違

うもの。私見によれば、原題は物語の本質に着目してつけられたのに対し、邦題は物

語の現象に着目してつけられたもの……？

　また、少しうがった考え方をすれば、日本で９月２９日から公開され、大ヒットが予

想される『クローズド・ノート』（０７年）は、前の住人竹内結子が残した１冊のノー

ト（日記）を、新入居者の沢尻エリカがつい読んでしまうことから生まれてくるスト

ーリーだが、韓国映画の『ノートに眠った願いごと』もそれとよく似た感覚のもの

……？　もっとも、ミンジュが残したノートを読むのはミンジュの恋人ヒョヌ１人だ

けだが、なぜかそのノートに書かれている韓国の景勝地を旅するヒョヌと再三鉢合わ

せするのがセジン。

　さて、それは一体ナゼ……？　この映画を楽しむためにはネタばらしをしないこと

が大切だから、それはここでは書かないが、きっとあなたも「なるほど」と感心しな

がら、ミンジュが残したノートに注目するはず……？

 日本人の知らない景勝地ばかり……

　韓国旅行に何度も行ったことがある人でも、とくに男性は① 釜山 
プ サ ン

、② 済  州 島、③ソ
チェ ジュ

ウルの３都市には何度も行ったものの、この映画に登場するような美しい景勝地はほ

とんど知らないのでは……？

　映画を観ているだけではその位置関係や距離感は全然わからないが、プレスシート

にある地図とミンジュのノートにある旅行日程を読めば、よりトータルとしてその旅

の楽しさと景勝地の美しさが印象に残るはず。しかし６日間でこれだけ韓国縦断の旅
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ができるのだから、やはり韓国は日本に比べて

狭いこともあわせて実感。

　９月２３日に観た『夜の上海』（０７年）では、

はじめて出会った２人が長い長い一夜を過ごし

たスポットをめぐるツアーが企画されていたが、

旅慣れない日本人がヒョヌやセジンと同じよう

に、ミンジュが企画した新婚旅行のコースを６

日間で回るのは到底ムリ。しかし、機会があれ

ばその２、３カ所でも是非観光してみたいもの

……。

 半分は、観光ガイドとして……？

　この映画のストーリー構成上のポイントは、

瓦礫の塊の中でのミンジュとセジンの会話と、

旅先で再三起きるヒョヌとセジンとの鉢合わせ。

つまり、「さて、それはなぜでしょう……？」

という問題提起をしつつ、映画の観客にミンジュのノートに書かれていた新婚旅行計

画にもとづく美しい景勝地めぐりをしてもらうのがこの映画の狙い……？　したがっ

て、この映画の半分は旅行映画、観光映画だから、この映画は観光ガイドとして最適

……？　そこで大切なのはカメラ撮影や照明だから、それらの撮影テクニックにも心

を配りながら秋の韓国の美しい景色をたっぷりと楽しみたいものだ。

　そうすれば、瓦礫の塊の中で死んでいったミンジュも、きっと喜んでくれると思う

のだが……。

２００７（平成１９）年１０月４日記
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